
鈴木　森川社長、2度の承認大
会を経て、公式戦にしていただ
いてありがとうございます。
森川　いえいえ、していただい
たのはこっちのほうで。
――お二人はNBFのリーグで
出会ったとか。
森川　ええ。ボクがコンコース
を歩いていたら、彼女が反対の
方向から歩いてきて声をかけら
れました（笑）。
鈴木　ここ（プロショップナカ
ライ×ラウンドワン南砂店）で
仕事を始めて7年くらいになり
ますが、そのときリーグも中野
サンプラザからこっちに移った
ら「メンバーのなかに学校の先
生がいる」という話を聞いて、
それが森川社長だったんです。
私も元教師なので（笑）。
白石　森川さんは大学で講師
もやってるんだよ。
森川　いま早稲田と東北大学、
横浜のフェリス女学院の三つで
非常勤講師をやっています。
鈴木　ほかにも大学と連携して
研究をされたり、日大で単発の
講義もされていましたよね。

▲2年前にJPBA承認大会として行われた「第2回ウェッブアイカップ」。
優勝者はアマチュアの斎藤祐太選手（JBC神奈川）だった（20年1月13
日、新小岩サニーボウル）

新設「ウェッブアイカップ ����」三首脳に聞く特別企画

「今回のトーナメントはステップ。将来的には
プロリーグを作ってチーム戦をやりたい」（森川社長）

今秋に開催されるJPBA公式戦「ウェッブアイカップ2022」（9月2～4日、東大和グラン
ドボウル）は賞金総額800万円（優勝300万円）という男子プロ待望の新設ビッグトーナメン
トだ。主催の株式会社ウェッブアイ・森川勇治社長と、過去2回の承認大会時から主管・運営
を担う株式会社BELLの鈴木馨代表（JPBA51期）、そして大会顧問を務める白石雅俊NBF
理事長のお三方に、今大会の誕生の経緯などを聞いた――。

▲「ウェッブアイカップ」の三首脳。お三方はラウンドワン南砂店で毎週月曜夜
に開催されているNBFのリーグ仲間でもある

だった。森川さんは大学の講師
もやっているから、若い人たち
への声のかけ方も違うし、周り
に自然と仲間が集まってくる。
NBFの大会にも大勢の仲間を
引き連れて毎回来てくださる。
うれしいし、本当にありがたい
ですね。
――鈴木プロも当時はアマチュ
アのNBF会員だったんですね。
鈴木　ええ。プロテストは5回
受けたんですけど（苦笑）、こっ
ちに来てから3回目で受かりま
した。その間はずっとリーグで
投げさせていただいて。
白石　鈴木さんも純粋にボウリ
ングが好きなんだよね。ボウリ
ング好きには“お山の大将”タイ
プも多いけれど、お二人は仲間
を増やして一緒に楽しもうとす
る。NBFの「明るく楽しいボウ
リング」をそのまま体現してく
れていますよ（笑）。

――森川社長から見た鈴木プロ
はどんな印象でしょう？
森川　しっかりした人ですよ。
いつも彼女が先に突っ走って、
その後をみんなで追いかけてい

川社長と二人で承認大会をやっ
ていたけど、この業界ではまだ
そんなに顔も売れていなくて、
いろいろ乗り越えなきゃいけな
いことがあったときに、ボクが
少しお手伝いすることがあっ
て、今回も大会顧問として協力
させてもらうことになった。
鈴木　森川社長は初めから公
式戦のプランをお持ちだったの
で、3年前に理事長にも相談し
て、その手順をご指導いただき
ました。去年はコロナで実現で
きませんでしたが、社長には代
わりにラウンドワンの“VS企
画”のメインスポンサーになっ
ていただいて、リモートを使っ
た大会を何回かやっています。
白石　いま、男子で優勝賞金
300万円のトーナメントをや
るのは大変なこと。今回はプロ
協会もビックリして、谷口（健）
会長も「何年も続けてもらいた
い」と言ってたし、NBFの大会
でも話題になっていましたよ。
森川　本当なら、トーナメント
プロは賞金だけで食っていける
ようにならないと。少なくとも
あとひとケタ賞金額を上げて
いって、若いボウラーが「プロ
になりたい」と思うような環境
作りが必要ですね。
白石　かつて並木（惠美子＝1
期）が年間1000万円稼いで
パーティーをやった。今の貨幣
価値なら1億円。それくらいに
はならないとね。

白石　今までもいろんなプロの
大会に携わったけど、お二人が
考えていることは非常にキメ細
かい。新しいアイデアも盛り込
んでね。予選会もラウンドワン
が応援してくれることになっ
て、毎回プロをゲストに迎えて
10回もやるんだから。
――今回、男子の公式戦にした
のは？
鈴木　社長の意向です。
森川　このトーナメントはス
テップだと思っていて、将来的
にはプロのリーグを作ってチー
ム戦をやりたいんです。もっと
多くの企業を巻き込んでね。今
回もかなり大きな企業が何社か
協力してくれますし、前回の承

認大会のときも国際的な企業が
参加してくれていました。ウェ
ッブアイだけではできないよう
な面白い環境が作れたらいい
な、と。理事長、チーム戦は面
白いですよね？
白石　（頷く）1973年に讀賣新
聞が日本リーグを作って、阪神
タイガース、岡本理研、第一ホ
テル、北海道の岩倉組など6社
が協賛してスタートした。設立
会見の新聞記事は相撲よりも大
きな扱いで、手応えを感じた矢
先にオイルショックがきて、1
年足らずでダメになっちゃった
けど。でも、一流企業をスポン
サーに付けることで、世間の見
る目も変わってくるのは確かだ
よね。

白石　ボウリング場協会やわれ
われ競技団体の人間も頑張って
何とかしていかないと。どんな
マイナーなスポーツにも必ず
ファンはいるし、競技する人も
みんな一生懸命なんだから。
――見返りが少なくても頑張り
ますよね。
鈴木　少ない見返りで…という
のをいつまでもやっていてはダ
メだと思うんです。どうすれば
スポンサーさんとウィンウィン
になるのかを考えて、ボウリン
グに投資して失敗したと思われ
ないような動き方を工夫してい
かないと。
森川　メリットは十分あるんで
すよ。今回も企業に協力を頼ん
だら「どんな宣伝効果がある
の？」と言われたけど、「過去2
回の承認大会は、どちらも
YouTubeの再生回数が10万
回を超えている」と言ったら、
みんな納得してくれた（笑）。
白石　とにかく、何とか成功さ
せて次につなげてほしいという
のがボクの希望。お二人さん、
お願いしますよ。
森川・鈴木　はい、ありがとう
ございます！

森川さんの周りには
自然と仲間が集まってくる

森川社長には初めから
公式戦のプランがあった

ボウリングに投資する
メリットは十分ある

《出席者》
森川勇治（もりかわ・ゆうじ）
1960年生まれ、神奈川県出
身。株式会社ウェッブアイ（大
会主催社）代表取締役社長。
鈴木　馨（すずき・かおる）
1976年生まれ、岩手県出身。
JPBA51期生、株式会社BELL
（大会主管・運営）代表取締役社
長。
白石雅俊（しらいし・まさとし）
1931年生まれ、東京都出身。
日本ボウラーズ連盟（NBF）理
事長。大会顧問。

――アマチュアボウラーとして
のキャリアも長いそうですね。
森川　初めてマイボールを作っ
たのは10歳のときだから、52
年になりますね。NBFに入っ
たのは10年くらい前かな。
白石　その前に、森川さんが仲
間を集めて小さなトーナメント
を始めたんですよ。その手伝い
をしていたのが、森川さんの会
社の事務員やリーグのメンバー

くパターンです（笑）。
鈴木　JPBAの塩山（一美）副会
長には「特攻隊長」と呼ばれてい
て（苦笑）、「僕たちはあとでゴ
ミ拾いをするから、どんどん先
に行っていいよ」と。
白石　鈴木さんはいろんな人
の懐に飛び込んでいく。今はプ
ロのライセンスを持っているこ
とも大きな力になって、小さな
スポンサーでも獲ってくる。森

▲アマチュア予選会には毎回ゲス
トプロが参加し、計10回開催された
（7月10日に終了）。写真は6月19日、
ラウンドワン南砂店で行われた予
選会のゲスト・山下昌吾（44期）と
鈴木代表

森川　あとは地域性ですね。プ
ロ野球でもサッカーのJリーグ
でも、観る人にはごヒイキの
チームがある。だいたいは都道
府県別だけど、ボウリングはも
うちょっと狭い地域でいいん
じゃないかと思う。南砂のチー
ムとか中野のチームを地元の商
店街や中小企業がバックアップ
して、みんなで応援する。それ
にメディアが加われば面白い企
画になるだろうな、と。われわ
れは企業としてやっている部分
もあるので、ボウリングに投資
していくメリットというのを
もっとうまく表現していく必要
があると思う。
鈴木　私の仕事ですね（笑）。
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